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【方法】2018 年 6 月から 2020 年 6 月までに初めて子宮内細菌叢検査を受け,検
査前に少なくとも 4 週間は抗菌薬を使用していない 147 例（卵胞期 31 例,黄体
期 116 例）を対象とした.子宮内細菌叢は細菌が持つ 16S rRNA 遺伝子を PCR
増幅して,次世代シークエンサ―で塩基配列を決定して細菌の種類（属）を決定
した.そのうえで,黄体期に Lactobacillusが 90％以上の症例と 90％未満の症例で
女性の妊娠出産歴や年齢などの背景因子を比較した.さらに卵胞期と黄体期の子
宮内微生物叢の違いを検討した.統計学的解析は Statistical Discovery.TM 社の
jmp®︎を使用して,t 検定とカイ二乗検定と Wilcoxon 検定を行った.統計的に
p<0.05 を有意差ありとした. 




分娩歴のある女性（36 歳以上）では Lactobacillus の割合が低い可能性があるこ
とが示された.臨床ではこれらの女性に対して子宮内微生物検査が検討される可
能性があることが示された. 
